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春
の
あ
し
お
と

春
は
、
も
う
す
ぐ
お
隣
り
ま
で
き
て
い
る

:
と
い
う
の
に
、
案
、
さ
は
ま
だ
き
ぴ
し

く
、
は
あ
っ
と
手
の
ひ
ら
に
か
け
る
怠
も
台

く
、
身
に
し
み
ま
す
。

各
地
て
、
大
雪
の
便
り
も
し
き
り
な
の

に
グ
ミ
の
と
こ
ろ
、
乾
さ
切
っ
た
夫
、
い
可
が

つ
.ヴ
き
ま
す
O
L

で
も
、
こ
の
寒
さ
に
も
負
け

ず
索
外
、
せ
ん

l

た
く
物
の
が
わ
き
の
よ
い
の

は
助
た

q
ま
す
。

、

三
日
は
節
分
、
四
日
が
立
春
。
春
と
い
う

の
は
、
こ
の
、
五
春
か
ら
え
夏
日
(
五
月
六
日
〉

の
d

一
則
日
ま
で
の
お
よ
そ
九
十
日
間
を
い
い
、

月
で
い
え
ば
二
月
、
三
月
、
四
月
に
あ
た

り
ま
す
が
、
台
然
の
営
み
は
各
比
に
よ
っ
て

平
い
返
い
の
ズ
レ
が
あ
り
、
季
節
的
に
は
、

三
、
四
、
五
月
を
「
春
」
と
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
の
ほ
、
す
が
多
い
の
で
は
な
い
で

L

ょ
う
か
。

功
山
岳
に
は
雪
が
の
こ
っ
て
い
て
、
ま
だ
、

丸
、
の
装
い
の
濃
い
こ
の
頃
で
す
が
、
流
れ
の

ほ
と
り
で
は
、
一
足
手
い
春
が
芽
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。
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も
通
算
の
対
象
と
な
る
加
入
期
間

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
説
退
一

時
金
を
受
け
た
期
間
は
徐
か
れ
ま

す
。
叉
、
関
民
年
金
の
任
意
加
入

り
対
象
と
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
苦
ー

マ
ン
の
挺
調
者
や
、
す
で
に
老
齢

年
金
、
退
戦
年
金
、
思
絵
な
ど
を

う
け
て
い
る
人
と
そ
の
配
偶
者

守
、
国
民
年
金
氏
任
意
加
入
し
な

通
算
さ
れ
る
一
加
入
期
間
は
藤
郎

た
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
そ

と
し
、
て
ひ
と
つ
の
年
金
制
度
の
日
‘
j

リ
の
期
間
も
通
算
の
対
象
と
な
る
加

入
期
間
が
一
年
以
上
あ
り
、
会

入
.期
間
と
な
り
'ま
一
す
。
こ
の
持

つ
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
四
月
…
呂
以

ミ
川
昭
和
一
一
一
十
六
年
四
月
一
日
に

後
‘
の
加
え
期
間
で
な
け
れ
誌
な
ち

お
い
て
)
現
に
加
入
し
て
い
た
共

ま
せ
ん
が
、
.，
事
生
・
年
金
保
険
と
船

済
組
合
制
衰
の
向
日
ま
で
引
き
続

一員
提
険
の
加
入
期
鰐
は
、
向
日
以

く
加
入
期
間
辻
、
通
算
の
対
象
と

援
に
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に

2

J

.

3

I
な
る
加
入
期
間
と
な
れ
ソ
芋
す
。

入
す
れ
ば
、
同
日
前
の
加
入
期
間

期通
関算 J
;さ
'れ
る'
方自
入

わ
が
国
に
は
、
現
在
八
謹
類
の

公
的
年
金
制
度
が
あ
り
、
そ
の
人

の
織
業
に
よ
り
加
入
す
る
制
度
が

、
三異
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

宅
金
，社
や
工
場
に
勤
め
る
人
は
厚
意

一
年
金
保
険
に
、
強
舶
や
漁
船
の
乗

十一J
組
員
は
船
員
保
険
に
、
農
業
や
自

ー
営
業
者
営
む
人
は
由
民
年
金
に
、

ー
官
公
庁
に
勤
め
る
公
務
員
キ
公
共

自
体
の
職
員
は
各
選
共
済
組
合
に

・
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

ー
す
べ
て
の
鵠
民
が
い
ず
れ
か
の
年

金
制
度
に
加
入
す
る
国
民
皆
年
金

の
体
制
が
し
か
れ
て
い
ま
す
。

戸
-

こ
れ
ら
の
年
途
鰯
度
に
お
い
が
て

¥川町
時

い
ず
れ
芯
老
後
の
所
得
保
障

にわ

j

を
目
的
と
し
た
老
齢
年
金
又
は
議
川

辺

F
J
職
犠
金
が
年
金
給
付
の
中
心
に
な
持

給
っ
て
い
ま
す
が
、
老
齢
〈
退
職
〉

れ

金

i

v
 

時
年
金
を
受
け
る
た
め
立
は
、
ニ

O

J韓

!

年
も
し
く
は
J

二
JR
年
と
い
う
長
期
f
d
務

棒

、き
も
・C
婆
が
目
立
つ
成
入
試
問
そ
の
制
震
に
加
入
し
て
い
る
こ
h
u
・
一一
組一

/
〉

1
〈
ノ
ー
〈
〈
/
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
也
一口
一伺

ι

て
事
国
党
議
く
ん
が
、
「
輝
か
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
年
金
制
度
つ
公
務

い
人
生
む
問
え
と
し
て
の
成
人
式
に
お
い
て
老
齢
〈
退
職
)
年
金
を

一
済
組
合
九一

の
感
滋
を
芯
れ
ず
立
授
な
社
会
人
う
け
る
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
約
其
立
学

に
な
り
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
の
を
満
た
す
訴
に
転
職
等
に
よ
れ
ソ
地
校
教
犠
員

ベ
、
草
野
蔀
役
の
閉
式
の
こ
と
ば
の
年
金
制
度
の
加
入
者
と
な
っ
た
J

沢
一
共
済
…
組
合

で
式
が
終
っ
た
あ
と
、
福
島
市
内
入
は
、
い
ず
れ
の
年
金
制
度
か
ト
校
一
伸
也f
公
共
企

通
寺
金
職
、
世
間
棟
一
先
生
の
も
年
金
が
う
け
ら
れ
な
い
と
右
京
一
'

業
体
職
一
員

「
菌
際
的
視
野
を
臨
め
よ
う
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
!
一
~

題
す
る
記
念
講
演
が
あ
れ
ソ
、
参
会
は
、
ぜ
っ
か
く
の
富
民
皆
年
金
権
，

者
拡
深
一
い
感
認
を
年
え
ま
し
た
。
鰯
は
名
ば
か
り
で
1

実
効
な
持
わ

議
後
託
成
入
者
の
記
念
撮
影
で
、
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
各

今
年
も
華
か
金
成
人
式
が
終
了
し
年
金
制
度
の
加
入
期
障
を
合
算
し

ま

し

た

。

て

一

定

わ

加

入

期

間

が

あ

る

と

き

免ヒえ
、

， 

メ~
同

贈
与
税
の
申
告
は

お
早
自
に

昨
年
中
に
悶

λ
か
ら
四
十
万
円

を
超
え
る
防
産
を
も
ら
っ
た
方

(
ゴ
一
年
以
内
に
同
じ
人
か
ら
各
年

一
一
十
万
丹
を
超
え
る
財
控
を
も
ら

っ
た
場
合
も
含
む
〉
は
鰭
年
税
が

か
か
る
の
で
、
今
年
一
一
月
一
日
か

ら
一
一
一
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
と
納

税
を
す
る
必
要
が
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
費
や
生
活
費
及

び
香
典
等
で
常
識
的
な
も
の
は
贈

与
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
婚
婚
期
間
が
ニ
十

年
以
上
の
夫
婦
問
の
贈
与
で
は
、

配
縄
者
控
除
と
し
て
最
高
五
吉
六

十
万
円
ま
で
の
控
除
、
が
認
め
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
詳
し

い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

尋
ね
下
さ
い
。
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恒
例
の
消
防
出
初
式
は
、
一
月

六
日
午
前
九
時
よ
り
、
H
-

泉
中
学
校

校
躍
に
、
月
間
貫
一
一一，百
.五
十
d

名
が
参

加
し
℃
行
な
わ
れ
ま
じ
五
一
o
f
z

野
年
は
火
災
が
多
か
っ
た
せ
い

4る人をも&
出，→出あ
出初入さつ
初式の t.r.て
式で躍、い
のじ奨ぞ「
ょた←込、」今
う?みと年
す 'がいこ
感うそ
じ部は
ら員 !k
れ一事
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梅

の

木

は

、

富

然

ま

か

せ
て
お
く
と
、
太
い
枝
が
多
く
な

り
、
結
果
校
〈
成
ち
木
)
が
少
な

く
な
り
て
ト
果
実
の
結
果
が
悪
く

な
り
ま
す
。
梅
は
一
設
ζ

設
任
樹

〈
管
理
を
し
て
い
な
い
爵
〉
で
あ

り
、
樹
の
大
き
さ
の
割
合
に
段
議

が
少
な
く
、
品
質
も
態
い
も
の
が

多
い
。こ
'
れ
は
、
ぜ
ん
定
を
し
な
い
た

め
、
樹
怒
内
部
へ
の
日
照
の
透
入

が
態
く
、
は
げ
主
る
た
め
で
す
。

こ
と
に
、
成
木
・
か
ら
老
木
に
な
る

ぷ
ム
活
の
ーーーーー_.‘

と
結
果
技
も
少
な
く
、
ー
川
向
い
た
め

果
実
の
詑
大
も
思
く
、
収
最
も
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

料
用
し
ま
す
。
長
果
技
は
花
努
が

少
な
く
、
落
果
も
多
い
の
で
利
用

T
き
ま
せ
ん
。

「梅」

の
せ
ん
定
を
し
よ
う

揚

の

殺

は

、

ン

チ

メ

ー
ト
ル
伎
の
伸
長
し
た
短
果
技
に

良
い
撲
が
つ
き
、
結
果
歩
合
も
高

い
も
の
で
、
中
果
枝
は
補
助
的
広

携
は
、
古
い
殺
を
努
る
こ
と
に

よ
ち
、
旗
持
か
ら
新
穂
が
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
短
果
授
を

作
号
、
品
質
の
良
い
梅
を
多
く
な

部
に
し
よ
う
火
の
点
検
タ

「
昭
和
五
十
年
春
季
全
国
火
災
予
訪
運
動
」

こ
れ
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
、
ま
た
、
挙
節
患
な
ど
に
よ

り
大
火
に
な
り
や
す
い
時
期
を
追

え
ま
す
。

そ
乙
}で
、
一
一
月
二
十
八
日
E
か
ら

…
…
…
丹
十
一
一
…
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に

春
季
火
災
予
訪
運
動
炉
実
施
さ
れ

ま
す
。
尊
い
人
命
を
奪
っ
た
り
、
大
切

な
財
産
を
灰
に
じ
て
し
ま
う
お
そ

ろ
し
い
火
災
を
1

地
域
か
ら
出
さ

な
い
よ
う
、
次
一の
点
に
つ
い
て
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

円
，A
W

火
気
使
用
場
所

P
点
検
的
習

す
境
づ
け

舎
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
り

に
長
挨

，

③
者
入
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝

場
所
の
点
投

④
寝
た
ば
こ
の
防
止

立会

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
!訪
止

~句州、円d叩由"..，.

獲
出
来
る
よ
う
位
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
桜
切
る
バ
カ
、
梅
切
ら
ぬ
パ

カ
」
と
L

い
う
「
こ
と
わ
ざ
」
に
も

あ
る
と
お
り
、
今
年
は
樺
を
せ
ん

窓
L
て
、
来
年
良
い
実
を
多
く
設

議
す
る
準
嬬
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。せ
ん
定
の
時
期
路
一
一
月
末
日
現

ま
で
終
る
よ
う
に
し
ま
す
。
今
年

は
ぜ
ひ
実
施
し
ま

L
ょ
う
。

ハ
沼
川
農
業
改
長
普
及
一
所
)

e
た
き
火
の
跡
始
末
の
徴
悲

②
電
気
器
具
の
点
検

母
子
供
の
し
つ
け
と
「
マ
ッ

チ
」
・
な
ど
の
議
場
所
の
点
検

⑨

の

跨

火

点

検

ま雪
す道
{ま
す
"'" .• 
り

自
火
事
を
防
ご
う

ニ
間
月
間
一
誌
は
立
春
で
、
本
詩
的

一容も、

一も
う
す
ぐ
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
二
月
泣
い
ち
ば
ゐ

留
の
ふ
る
の
が
多
い
廷
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

日車
を
連
転
す
る
も
の
に
と
っ

て
、
五
器
一
一
道
や
凍
結
し
た
道
路
は
ス

リ
ッ
プ
し
や
す
く
、
と
て
も
い
や

な
も
の
で
す
ひ

繋
還
や
凍
結
し
た
道
路
を
走
る

場
合
は
、
必
ず
チ
ェ
ー
ン
を
つ

に

け
、
ス
ピ
、j
げ
れ
れ
を
お
と
し
、
十
分

な
車
間
距
離
を
之
ブ
て
ー
ス
り
ッ

プ
事
故
を
お
ζ
き
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
，
O

M

e
r
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十
二
月
定
刷
協
議
会
は
、
ゃ
1
2月
二
十
詔
一招
集
さ
れ
会

期
は
二
十
密

E
ま
で
の
五
日
閥
、
)
と
決
恕
さ
れ
十
件
の
議

織
が
饗
議
さ
れ
箆
案
ど
お
り
可
決
-F
れ
索
L
た
。
提
出

議
案
と
そ
の
，
内
容
は
次
の
、
と
お
j

り
も
す
?
、

@
議
案
第
五
十
践
号
事
の
区
域
の
絵
与
改
定
一
な
ど
か
ら
特
別
職
の

の

変

更

に

つ

い

て

給

与

を

改

正

す

る

も

命

。

富
士
額
査
に
よ
り
、
大
字
璃
議
。
議
案
第
五
十
八
号
教
育
長
り

鐙
学
山
新
田
に
大
字
書
須
釜
字
大
給
与
、
勺
勤
務
時
間
、
そ
の
起
動
務

井
沢
の
一
部
六
筆
と
、
大
字
回
辻
条
，件
此
関
す
る
条
鍔
の
一
部
改
正

新
田
字
弥
忠
布
三
口
平
に
大
字
回
に
つ
い
，て

辻
新
田
字
川
久
保
の
一
部
一
筆
が
村
長
等
，の
給
与
改
定
位
準
じ
て

編
入
さ
れ
る
よ
う
変
更
す
る
。
改
正
す
る
も
の
0

0
議
案
第
五
十
五
号
公
立
場
瀬
窃
議
案
第
五
十
九
号
議
会
議
員

病
民
組
合
規
約
の
-
一
部
改
正
に
つ
の
報
麟
及
び
費
用
弁
償
に
興
ず
る

い
て

ゐ

余
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

規
約
中
「
部
管
理
者
及
び
段
λ

徳
町
村
と
の
均
衡
、
常
勤
特
別

役
各
一
人
を
援
く
。
但
し
罰
管
理
職
と
の
均
衡
な
ど
か
ら
提
案
さ
れ

者
は
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
改
正
す
る
も
の
。

き
る
」
を
「
副
管
理
者
及
び
寂
入
。
議
案
第
六
十
号
昭
和
四
十
九

投
各
一
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
年
度
玉
川
村
一
設
会
計
檎
正
予
算

る
い
に
改
め
、
監
査
員
の
後
期
忠
ハ
第
一
一
一
号
〉

年
の
も
の
を
四
年
に
改
め
る
。
ム
ハ
千
五
吾
沼
十
九
万
九
千
円
を

。
搬
出
帰
第
五
十
六
号
職
員
の
給
述
却
し
総
額
六
龍
千
九
百
七
十
万

与
に
関
ナ
る
条
慌
の
一
部
改
正
に
三
千
円
と
な
っ
た
。
主
な
も
の
は

つ

い

て

歳

入

で

村

税

七

百

六

万

七

千

円

、

富
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
地
方
交
付
税
五
千
八
高
六
十
万
八

乙
て
一
般
職
員
の
給
与
を
敬
廷
す
¥
千
円
歳
出
の
主
な
も
わ
は
、
総
務

る

も

の

申

費

千

四

百

五

十

万

密

千

円

、

民

生

@
識
撰
第
五
十
七
号
村
長
等
の
鶴
岡
千
十
一
一
一
万
円
、
教
育
費
八
百
六

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
十
五
万
丹
、
広
域
欝
易
水
道
繰
出

部

改

正

に

つ

い

て

金

正

百

出

十

万

円

、

土

地

開

発

華

経
済
状
勢
の
変
動
や
一
般
職
員
金
繰
出
金
千
二
高
九
十
四
万
円
。
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。
議
集
第
六
十
一
号
昭
和
田
十

九
年
度
玉
川
村
一
国
民
健
康
保
設
特

挺
金
計
鵠
託
予
算
ハ
第
二
号
〉

百
十
人
万
七
千
円
を
追
加
し
総

額
一
健
二
千
九
百
五
十
車
万
一
千

円
と
な
っ
た
。

給
与
条
例
改
正
に
よ
る
人
件
費
得

。
鑓
案
第
六
十
二
号
昭
和
四
十

九
年
波
玉
川
川
村
広
域
簡
易
水
遊
事

合
計
矯
正
予
算
(
第
三
号
〉

ニ
百
七
十
万
円
を
追
加
し
総
額

万
四
千
円
と
な
っ

た。給
与
条
例
改
正
に
伴
な
う
人
件

費
、
配
水
及
川
V

絵
本
費
等
。

@
議
案
第
六
e
T
S
一
号
公
有
林
の

管
理
契
約
に
つ
い
で

泉
中
学
技
造
林
事
業
を
行
な
う

に
あ
た
ち
、
王
山
川
村
所
有
の
土
地

在
学
校
訴
と
す
る
た
め
、
泉
中
学

校
学
校
管
理
委
員
会
と
玉
川
川
村
が

管
理
契
約
を
締
結
す
る
。

@
盟
業
土
木
行
政
に

つ
い
て

間
道
路
改
長
の
魚
損
金
の
問
題

で
す
が
、
農
村
へ
き
地
搬
興
事
業

と
し
て
の
道
路
改
良
等
に
つ
い
て

は
、
舟
地
を
無
償
提
供
の
上
部
落

に
負
強
金
が
課
さ
れ
る
が
、
叫
潟
、
諒

拡
乏
し
い
慌
が
大
半
で
あ
る
と
思

う
、
現
在
村
の
…
綾
道
賂
託
つ
い

て
は
適
正
部
務
で
沼
地
を
買
収

し
、
負
担
金
主
し
で
改
良
さ
れ
て

い
る
が
事
業
の
内
容
が
ど
う
で
あ

れ
、
村
長
が
常
に
生
活
道
路
優
先

に
持
な
い
た
い
と
一
お
う
考
え
方
か

ら
も
、
議
路
に
つ
い
て
は
地
域
差

り
霞
か
ら
も
、
ヘ
雪
地
の
密
か
ら

も
、
金
額
村
が
負
担
す
る
よ
う
改

め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
考
え

方
を
お
鍔
い
し
た
い
、
又
既
に
採

択
さ
れ
た
各
路
線
広
つ
い
て
、
い

ま
だ
範
行
さ
れ
て
な
い
所
が
沢
山

あ
る
が
そ
の
後
の
実
擁
見
通
し
と

藩
工
出
来
な
い
理
由
に
つ
い
て
お

荷
い
い
た
し
ま
す
。

答
へ
き
地
特
別
対
策
事
業
は
、

県
費
で
蕊

O
パ

i
セ
γ
ト
残
っ
た

五

O
パ

i
セ
ジ
ト
は
、
村
と
受
益

者
が
そ
れ
ぞ
れ
半
分
ず
つ
負
担
す

る
と
云
う
了
解
の
も
と
に
と
り
あ

げ
て
実
捷
し
て
い
る
訳
で
あ
れ
ソ
ま

し
て
、
こ
の
原
則
を
産
ち
に
く
ず

す
と
去
う
事
は
出
来
な
い
が
、
用

が
た
だ
で
と
云
う
の

個
人
が
犠
牲
に
な
る

と
思
う
の
で
、
そ
う
一
古
う
点
に
つ

い
て
誌
検
討
し
、
そ
の
経
費
に
つ

い
て
も
村
と
受
議
議
が
一
一
分
の
一

語
度
負
担
す
る
と
去
う
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
患
い
ま
す
の
で
、
検

討
し
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。
次

に
原
案
ど
お
わ
ソ
採
択
さ
れ
た
路
織

に
つ
い
て
も
、
務
次
適
切
な
事
業

等
を
考
壊
し
な
が
ら
、
計
画
的
、

年
次
的
に
改
良
爽
施
に
運
び
た
い

と
患
い
ま
す
。

。
道
路
行
政
に
つ
い
て

問
中
世
入
口
か
ら
吉
金
塚
ま
で
の

路
線
は
官
の
捜
幹
道
路
で
あ
り
ま

す
が
、
非
常
に
狭
く
、
大
型
車
は

運
行
出
来
ま
せ
ん
、
こ
れ
が
拡
張

に
つ
い
て
区
民
が
望
ん
で
お
ち
ま

す
が
、
一
挙
に
出
来
な
い
と
す
れ

ば
一

0
0
メ
ー
ト
ル
で
も
、
ニ

0

0
メ
ー
ト
ル
で
も
良
い
か
ら
奨
施

す
る
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。
文
須

釜
中
学
授
の
入
口
の
通
路
は
、

雨
、
又
は
雪
の
際
非
常
に
悪
路
に

記
り
議
学
に
不
便
を
来
し
て
い

る
、
叉
児
謹
館
の
入
口
道
路
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
が
、
公
共
箆
設

の
憂
先
を
考
え
た
時
、
舗
装
工
事

を
実
施
す
る
考
え
が
あ
る
か
ど
う

4
M
O
 

荒
田
・
吉
金
援
譲
の
拡
強
に

つ
い
て
で
す
が
、
勿
論
士
口
部
落
に

と
っ
て
も
、
玉
川
村
民
と
っ
て
も

重
要
急
務
線
と
考
え
て
お
ち
ま

へき地嚢山漁村振興特別対紫事業iこより出来上った近踏石培区農道

一
月
定
調
議
会
か
ら

一
般
会
計
六
千
五
百
四
十
九
万
九
千
円
を
補
正



たまかわ

す
。
と
の
路
一
線
の
-
改
良
整
備
等
に

つ
い
て
は
検
討
を
重
ね
て
い
，ま

す
。
こ
の
路
繰
の
取
上
げ
方
で
す

が
、
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
も

関
連
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
道

路
を
間
関
パ
基
幹
道
路
に
編
入
し
て

も
ら
い
た
い
と
去
う
陳
情
、
折
衝

を
し
て
お
ち
ま
す
。
出
来
る
だ
け

関
パ
事
業
で
改
良
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
ち
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
は
ず
れ
た
と
去
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
の
時
点
で
戸
、勿
論
来
年
や

る
と
、
は
っ
き
ち
云
わ
れ
ま
せ
ん

が
、
村
の
事
業
で
や
り
た
い
と
去

う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
Q

次

の
須
議
中
学
校
と
、
児
家
館
の
出

入
口
の
通
路
の
舗
装
を
ど
う
す
る

か
と
云
う
お
尋
訟
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
発
注
出
来
る
予
算

も
確
保
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

る
翠
度
の
金
額
在
投
入
出
来
る
見

込
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
の
予
算

執
行
に
つ
い
て
、
学
校
の
通
路
、

あ
る
い
は
そ
の
飽
の
重
要
道
路
を

検
討
、
選
考
し
て
、
予
算
の
範
囲

内
で
や
れ
る
路
線
に
つ
い
て
は
、

本
学
度
追
加
予
算
で
や
り
た
い
と

云
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

鰐
通
学
道
諮
あ
る
い
は
、
完
童

館
入
口
道
路
、
こ
う
去
う
も
の
の

整
備
を
考
え
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
ま
し
た
が
、
現
を
通
学
路
と

し
て
、
中
の
藤
井
修
理
工
場
か
ら

伊
東
薬
局
に
通
じ
る
あ
の
関
誌
、

村
道
と
し
て
も
通
学
路
と
し
て
も

玉
川
第
一
小
?
学
校
の
三
分
ち
ニ
の

生
徒
が
通
学
を
し
て
い
る
、
そ
れ

か
ら
、
泉
中
学
校
か
ら
玉
川
第
一

・
小
学
校
に
蛮
る
あ
の
間
に
お
い
て

は
、
ど
覧
の
通
り
の
現
況
で
ご
ざ
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い
ま
す
。
児
童
専
用
道
路
と
一
お
う

こ
と
か
ら
是
非
改
修
す
べ
き
だ
と

恕
い
ま
す
が
村
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
た
い
。

答

ど

指

鱗
E

の
道
路
も
考
慈
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
予
算
の
限
度

内
で
し
か
や
れ
ま
せ
ん
の
で
、
全

部
出
来
る
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま

せ
ん
、
予
算
の
範
盟
内
で
実
現
が

と
が
出
来
な
い
か
ど
う
か
お
伺
い

た
い
し
ま
す
。

答
個
所
数
も
穏
当
あ
り
ま
す
の

で
、
技
衛
的
に
も
現
地
を
見
た
り

し
て
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

@
文
教
問
題
に
つ
い
て

問

須
釜
中
学
校
々
庭
整
欝
に
つ

可
能
な
路
線
に
つ
い
て
今
年
度
の

予
算
で
行
な
い
ま
す
。

問
こ
れ
は
水
道
に
も
関
係
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
村
選
舗
裁
の

関
需
で
質
問
い
た
し
ま
す
。
消
火

栓
あ
る
い
は
排
泥
弁
の
設
置
留
一
併

に
道
路
の
高
援
が
あ
り
事
故
の
問

題
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
う

法
う
鑓
雰
む
周
間
一
メ

i
ト
ル
な

い
し
二
メ
ー
ト
ル
を
錦
識
す
る
こ

い
て
、
田
須
袋
小
学
校
跡
地
を
中

学
校
の
校
庭
と
し
て
整
備
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
P
T
A
を
始
め
、
祭

釜
地
区
住
民
一
人
残
ら
ず
の
顕
い

で
、
先
に
誇
額
を
し
て
お
り
ま

す
。
又
そ
の
後
P
T
A
は
、
再
審

に
豆
h

ツ
操
情
を
し
て
い
る
こ
と
と

患
い
ま
す
が
、
ま
だ
建
物
の
あ
と

片
付
け
等
が
終
ら
ず
、
む
ざ
む
ざ

一
年
開
放
援
し
て
お
く
こ
と
は
あ

ま
り
に
も
莞
ぐ
る
し
い
状
態
で
は

な
い
か
、
こ
れ
を
若
の
様
に
処
置

さ
れ

l
M
W
M一何
一
郎
丸
紅
γ

た
し
ま
す
ι

次
に
須
一
筆
小
学
殺
の
裏
道
1

曹
、須

径
一
行
人
探
よ
り
現
時
の
沼
道
路
で

犬
木
法
践
の
一
裏
道
路
の
設
援
、
須

袋
小
学
校
排
水
路
等
の
整
備
な
ど

不
完
全
で
あ
り
、
数
砂
利
な
ど
も

完
全
に
終
っ
て
お
り
ま
せ
ん
、
昭

和
千
九
十
年
度
予
糞
で
完
鏑
ず
る
考

え
が
あ
る
か
ど
う
か
、
次
に
母
畑

・
若
加
中
学
校
が
統
合
さ
れ
た
場

合
、
千
五
沢
・
菅
井
沢
か
ら
母
娘

中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
生
裁
が

須
釜
中
学
校
に
転
校
通
学
す
る
隷

な
場
合
の
対
策
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
、
次
に
求
道
関
係
に

つ
い
て
、
す
で
に
北
須
釜
小
泉
地

内
に
浩
火
投
を
設
鐙
す
る
よ
う
錨

一
政
等
は
確
認
さ
れ
設
躍
す
る
べ
く

云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
、
一
朝
省

事
の
場
合
を
考
え
た
時
の
加
地
震
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

走
。
答
旧
須
釜
小
学
校
の
校
寵
の
整

備
位
つ
い
て
は
、
大
変
と
ち
片
付

け
犯
逮
延
し
て
恐
掘
に
存
一
じ
て
お

り
ま
す
。
村
長
と
し
て
陳
謝
い
た

し
ま
す
。
買
取
人
に
口
う
る
さ
く

取
に
わ
し
を
寵
促
し
て
来
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
今
一
部
残
っ
て
い

る
現
況
で
あ
り
ま
す
。
高
こ
の
機

会
広
と
ち
こ
わ
し
の
指
示
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
沼
校
長
住
宅
に

つ
い
て
は
、
龍
山
勇
さ
ん
が
落
札

し
た
訳
で
す
が
、
そ
の
後
都
合
に

よ
り
契
約
を
破
棄
し
た
い
と
云
う

こ
と
で
違
約
金
を
も
ら
い
ま
し
て

破
棄
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
談
詣

校舎が取りこわされた18須霊長小学技勝壊

謁
で
あ
の
建
物
を
麓
く
か
置
か
な

い
か
と
法
う
こ
と
を
現
荏
検
討
中

で
ご
ざ
い
ま
す
。
校
涯
の
整
簡
に

つ
い
て
は
、
取
と
わ
し
た
所
か
ら

混
汝
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
整
備
し
て

行
く
方
向
で
お
ち
ま
す
。
須
袋
小

学
校
の
裏
道
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
後
で
そ
の
現
場
等
を
当
っ
て

見
た
い
と
患
い
ま
す
。
校
礎
院
つ

き
ま
し
て
は
、
村
と
し
て
も
必
ず

し
も
不
情
だ
ら
吟
不
完
全
だ
と
患

っ
て
い
ま
せ
ん
。
勿
論
充
分
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

も
低
い
怒
分
と
か
、
ぬ
か
る
部
分

に
は
砂
を
継
続
的
に
入
れ
て
行
き

た
い
。
排
水
等
に
つ
い
て
も
徐
々

に
撃
織
し
た
い
。
石
川
中
学
校
統

合
問
題
で
す
が
、
統
合
中
は
五
十

ニ
年
四
月
か
ら
開
校
と
去
う
予
定

、

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
従
っ

て
そ
の
時
点
で
本
人
達
が
や
は
り

石
川
統
合
中
に
行
く
ん
だ
、
と
云

う
事
で
あ
れ
ば
こ
れ
は
や
む
を
得

な
い
と
患
い
ま
す
。
し
か
し
本
人

遣
が
石
舟
が
速
い
か
ら
今
度
は
諜

録
中
に
行
き
た
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
本
一
村
と
し
て
は
、
こ
れ

は
喜
ん
で
受
入
れ
る
と
云
う
考
え

で
お
り
ま
す
。
し
か
し
現
窪
の
と

こ
ろ
こ
れ
ら
に
つ
い
て
全
々
須
釜

中
に
も
、
教
育
委
員
会
に
も
、
本

人
か
ら
何
の
串
出
も
輝
座
居
ま
せ

ん
。
そ
う
云
う
申
出
が
あ
れ
ば
、

そ
の
時
点
で
こ
れ
を
考
え
て
行
き

た
い
と
患
い
ま
す
。
北
須
袋
小
泉

地
内
の
清
火
栓
設
置
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
補
正
予
算
に
追
加
し

て
お
り
ま
す
の
で
議
決
を
ま
っ
て

着
工
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
次
停
に
つ
づ
く
)

。所得裂の還付申告は i汚から
受付ております。

早めに提出しましょう。

0;票付渡れる税金がは万円以上}
となる方は、極力銀行{信用金療

を絵く}に普通預金口座を

っくり、そごに還付金の

振込が出来るようにして下さい。

所
得
税
の
申
告

は
じ
ま
る

昭
和
四
十
九
年
分
所
得
税
の
確

定
中
告
と
紡
税
の
受
付
凶
り
は
二
月

十
六
日
か
ら
で
す
。
確
窓
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
四

十
九
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
装
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
等
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
多
い
人
な
ど
で
、
期
震
は
正

月
十
五

E
ま
で
で
す
。
唱亭

E
に
申

告
と
続
税
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
納
税
に
捻
援
替
納
税
の

錯
度
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
大
変
使

科
で
す
。

ま
た
、
ム
申
告
し
た
税
金
を
一
度

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
延
納
の
館
設
も
あ
り
ま
ず

か
ら
税
務
署
に
ど
紹
談
下
さ
い
c



め
、
給
付
令
受
け
る
り
拡
必
要
な

最
抵
保
険
料
締
好
協
間
期
間
を
満
た

す
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
年
金

に
再
加
入
、
す
る
と
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
者
も
救
済
さ
れ
る
と
と
と

な
り
ま
し
た
。

る
期
間
の
録
険
料
が
、
納
骨
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
場
合
の
保
険
料
の
額

は
、
新
提
険
料
一
千
六
吾
五
十
円

〈
一
カ
月
〉
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

こ
の
龍
、
出
稼
等
に
出
て
い
た
た

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
他
の
農
家

に
農
地
を
貸
し
付
け
て
離
農
し
た

場
合
も
支
給
の
対
象
に
さ
れ
る
こ

と
に
な
ち
ま
し
た
。

ハ
年
令
に
応
じ
て
五
年
か
ら
十
九

年
)
以
上
に
な
れ
ば
年
金
が
支
え

る
e

こ
と
に
'
な
っ
た
の
き
す
ο

出
稼
ぎ
に
行
く
人
も
安
心
し
て

農
業
者
年
金
に
加
入
出
来
る
わ
け

で
す
。

ま
す
ま
す
有
利
に

「
農
業
者
年
金
制
度
改
正
』

e 

六
、
そ
の
位
の
改
正
点

ハ
ワ
一
時
金
(
脱
退
お
よ
び
死

亡
一
時
金
の
額
も
年
金
e

に
準
じ
〈

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

。、
‘
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ

い
て
、
一
年
に
一
聞
に
支
払
う
前

約
割
引
的
滋
も
騒
々
か
れ
ま
し
た
。

時
、
す
で
に
…
一
年
間
の
時
効
が

宛
戎
し
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

ん
や
お
入
で
き
な
く
な
っ
た
人
を

救
済
す
五
接
援
が
と
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
大
正
五
年
一
月
ニ

自
か
ら
、
大
正
七
年
一
月
一
良
ま

で
の
問
に
生
れ
た
、
設
業
者
年
令

川
市
保
険
者
の
、
:
時
効
に
な
っ
て
い

課険料 経営移譲年金 農業者老齢年金

納付費

期間 新 IB 新 !日

17，6号GF守 8，O00 Ff 
行 FJ 

5年 2，200 1，000 

2 0年 35，200 16，000 8;800 4，000 

2 5年 44，000 20，000 11，000 5，000 

3 0年 52，800 24，000 13，2.00 6，000 

〈注) <D 上表は月額ですは、
争経営移譲年金 60裁から

64議の間の給付額であ10分り、
65歳以韓はこの表の の

1の額となります。

五
吋
離
農
給
付
金
支
給
制
震
の
改

正

、

付
、
給
付
金
の
鋲
が
二
・
一
一
告

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

と
の
結
果
、
高
令
の
た
め
年
金

に
加
入
で
き
な
い
人
が
離
農
し
た

場
合
の
給
持
金
の
額
は
、
一
一
一
十
五

万
円
が
七
十
十
七
万
，門
に
、
そ
の
他

の
人
が
離
農
し
た
場
合
は
、
十
五

万
丹
が
…
一
一
十
三
万
円
託
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
・
な
り
ま
し
た
。

。
、
今
ま
で
は
、
他
の
農
家
に

農
地
を
売
っ
て
離
農
し
た
場
合
に

の
み
給
付
金
合
支
給
む
対
象
と
な

路
、
出
稼
き
者
等
に
対
す
る
措
霊

一
、
新
し
い
‘年
金
額

年
金
が
二

三

一倍

ら
れ
、
こ
の
結
果
貰
え
る
年
金
は

た
と
え
ば
、
経
営
移
譲
年
金
に
つ

い
て
み
る
と
、

h

八
円
、
地
内
険
料
を
五
年
締
め
て
震

え
る
人
の
年
金
鶴
は
、
毎
月

一
万

治
一
千
六
百
円
、
年
額
で
ご
十
一
万

一
千
円
。

付
、
集
積
料
を
二
十
年
総
め
芯

貰
え
る
人
の
年
金
額
は
、
毎
克
一
一
一

万
五
千
二
百
円
、
年
援
で
問
ナ
二

万
二
千
悶
と
な
ち
ま
す
。

ニ、
r
w

年
金
額
の
物
舘
ス
ラ
イ
ド
制

の
導
入

勺

将
来
の
物
揺
り
変
動
に
応
じ

て
、
年
金
額
が
自
動
的
に
改
正
さ

れ
る
こ
と
戸に
な
り
ま
し
た
。

mm和
田
十
九
年
度
の
諮
費
者
物

指
数
を
基
準
に
し
之
、
今
後
一
年

窮
ま
た
は
継
続
す
る
'平
年
時
以
上

の
関
に
五
劣
を
趨
え
て
変
動
…
L
た

場
合
に
、
そ
の
変
動
率
を
基
準
に

し
て
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
ρ
て

お
り
、
こ
の
結
果
、
イ

γブ
レ
に

お
よ
る
年
金
額
の
実
質
的
諮
寵
の
滋

t

少
が
時
抑
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

会
剛
わ
け
で
す
。

ま
一
認
、
新
し
い
保
険
料

た一
f

〆保
験
料
も
改
正
さ
れ
、
，
克
額
千
'

円

六
宇宙
去
十
円
に
な
ち
ま
し
た
o

i

慧
畑

山
な
お
-
障
か
ら
こ
れ
に
上
の
せ

広

二

し

て
J
保
険
料
り
七
分
り
コ
正
担

…
当
す
る
額
が
補
場
さ
か
ま
・
7勺

年金給付額の新!日対照表

今
践
の
改
正
で
、
出
犠
ぎ
期
間

に
瀦
算
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、
今

ま
で
の
出
稼
ぎ
者
に
対
す
る
不
利

が
是
正
さ
れ
'
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
年
金
は
A
Y

保
険
料
を
納
め
た
期

間
が
二
汗
年
、
A

年
令
に
よ
っ
て
五

年
か
ら
、
小
h

九
怒
り
特
例
措
置
が
あ

り
ま

JTY以
ト
ど
な
い
と
貰
え
な
い

こ
と
に
な
っ

f
い
ま
す
。
し
か
し

今
回
の
改
正
で
ト誌
、
年
金
に
加
入

し
て
保
険
料
一
を
総
め
た
期
間
と
出

稼
ぎ
期
間
と
の
会
詐
が
二
十

〈参考〉

昭和50年2}11B

北
に
も
は
こ
ば
れ
た
。
岩
法
寺
は

嫌
倉
時
代
か
ら
箆
町
時
代
に
か
け

て
栄
え
た
し
、
鎌
倉
と
の
交
流
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
寺
競
ら
し
い

と
こ
ろ
か
ら
出
た
と
い
ラ
と
こ
ろ

に
今
後
解
き
あ
か
さ
v

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
「
な
ぞ
い
が
あ
る
勺

土
中
深
く
埋
っ
て
い
.た
の
は
、

こ
れ
ら
の
銭
が
「
さ
し
」
と
称
す

る
縄
の
よ
う
な
も
の
に
F

還
し
、
一う

る
し
ぬ
り
の
木
籍
氏
入
れ
て
土
中
小

位
、
埋
め
た
も

ρ
で
あ
ろ
う
J

山部法

寺
は
そ
の
昔
、
数
疫
の
戦
争
が
あ
，

っ
た
と
こ
ち
ハ
古
い
記
録
け
い
一式
る

~ど
ν
古
や
ろ
か
ら
、
そ
う
し
い
た
戦

い
の
時
埋
ゐ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
hQ

ハ
村
史
一
線
さ
ん
室
誇
)

四
十
種
、
文
字
の
字
体
に
よ
る
と

百
種
近
く
に
な
る
。
全
部
中
盟
銭

で
自
木
銭
は
一
枚
も
な
い
。

き
て
、

乙
れ
ら
の
古
銭
が
な
ぜ

畑
の
中
見
埋
っ
て
い
た
か
、
中
国

mv
古
い
時
代
の
銭
、
が
ど
う
し
て
東

北
の
こ
の
地
ま
で
は
こ
ば
れ
て
き

た
か
、
だ
れ
も
が
不
思
議
に
思
う

だ
ろ
う
。

こ
の
疑
鰐
に
対
し
て
、
こ
の
道

の
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
話
し
て

く
れ
た
。

平
安
時
代
か
ら
嫌
金
時
代
、
霊

前
時
代
の
我
が
罰
で
ほ
千
中
醤

(
藷
や
宋
〉
か
ら
銭
を
輪
入

L
て

通
貨
と
し
宅
使
用
し
て
い
た
0

・そ

し
て
当
時
の
商
人
が
そ
ち
し
た
金

在
地
方
ーに
は
こ
ん
だ
か
ら
当
然
東

ら

し

い

文

字

で

あ

り

、

は

語
、
宋
の
ご
践
の
書
家
む
書
い
た

も
の
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
数
は

入
百
四
十
一
月一
枚
、
名
称
か
ら
は
約

気一…O，一
一

az--・
幽

w

D

2

醐

日司

企
写
剛。醐N
一

を
つ
く
る
た
め
ト
ニ
フ
ク
タ
:
で
煩
こ
の
ほ
か
麗
代
の
も
の
が
…

を
深
耕
し
た
と
こ
ろ
、
ぱ
ら
ぱ
ら
べ
乾
一
元
議
虫
、
窟
国
連
宝
が
る
る

の
吉
銭
が
数
枚
出
た
の
で
グ
ワ
で
が
、
そ
の
ほ
か
3

北
宋
の
銭
が
約

更
に
深
く
ほ
っ
た
ら
、

ザ一
一
十
セ
ジ
一
一
一
十
種
、
南
宋
の
銭
が
穴
謹
類
あ

チーメ

i
ト
ル
余
り
の
と
こ
ろ
か
ら
る
。

噌
1

p

数
十
枚
づ
っ
く
っ
つ
き
合
っ
た
古
ま
た
官
銭
誌
、
文
{
晋
早
よ
っ
て
目

銭
が
出
て
き
た
主
『い
う
こ
と
で
品
分
類
さ
れ
る
が
、

，締
欝
為
号
、
れ
・

る。

γ

勺

F

い
識
あ
り
、
行
議
、
て
ん
議
と
そ

e

調

べ

た

と

の

室

自

体

は

さ

ま

ざ

ま

で

突

に

す

ば

場
り
出
さ
れ
司
た
一吉
銭
の
一
一
部

跡惨



地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
県
議
合
議
員

の
選
挙
は
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
告
示
、
昭
和
五
十
年
四

月
十
一
一
一
日
投
票
に
、
村
議
合
議
員
及
び
村
長
の
選
挙
は
昭

和
五
十
年
四
丹
二
十
日
告
一
示
、
昭
和
五
十
年
四
足
二
十
七

日
投
蛾
に
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
期
E
が
統
一
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

叉
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
身
体
に

麓
疫
の
障
害
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
郵
便
に
よ
お
不
在
者

投
襲
〈
在
宅
投
票
〉
が
で
き
る
こ
と
に
な
h

ソ
ま
し
た
。

ハ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
村
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
〉
選
挙
は
私
た
ち
の
代
表
を
選

ぶ
大
事
な
行
為
で
す
。
「
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
国
民
運

動
」
も
積
極
的
立
推
海
さ
匙
よ
z

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
明

る
い
選
挙
を
行
な
い
良
い
代
表
を
選
ん
で
よ
り
長
い
県
教

を
、
そ
し
て
村
政
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

たまがわ広報No. 102 昭和初年2月.l日

と
六
十
五
才
の
人
の
平
均
余
命
は

男
子
か
十
三
年
、
女
子
が
十
六
年

と
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
約
め
た

鰐
加
保
険
料
の
額
十
一
一
万
円
〈
一
一

五
年
納
付
)
と
比
べ
て
み
ま
す
と

男
子
の
場
合
で
七
・
五
四
倍
、
女

子
で
は
九
・
一
一
人
倍
と
な
り
て
返

っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

叉
、
こ
の
年
金
額
は
経
済
成
長
に

伴
う
生
活
水
準
の
上
昇
に
あ
わ
せ

て
増
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
非
常
に

有
利
な
鰐
度
で
す
。

階
部
年
金
に
加
入
し
て
、
よ
り

高
額
の
年
金
を
う
け
、
濃
か
な
明

る
い
老
後
を
す
ご
し
た
い
も
の
で

す。

国
民
年
金
の
附
加
年
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
開
加
年
金
は
、
畿
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
老
齢
年
金

保
険
者
の
「
よ
れ
ツ
高
い
保
険
料
を
を
受
け
る
に
は
二
十
五
年
間
保
設

納
め
て
よ
り
高
額
な
年
金
を
受
け
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
原
賠
で
す

と
り
た
い
い
と
い
う
強
い
要
誇
に
か
ら
、
定
額
保
験
料
を
二
十
五
年

こ
た
え
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
附
お
年
金
保
険
料
を
ニ
十
五
年
続

す

。

め

ま

す

と

、

定

額

部

分

の

年

金

額

こ
の
鋭
度
は
、
定
額
保
険
料
手
引
ニ
十
七
万
八
千
六
百
円
ど
時
間
加
株

百
円
の
ほ
か
に
荷
加
探
険
料
四
百
険
料
部
分
の
年
金
額
六
万
九
千
六

月
を
掛
け
る
と
ー
そ
の
掛
け
た
期
首
円
と
を
企
算
じ
た
去
十
四
万
人

間
に
応
じ
て
下
一
荒
の
額
が
上
麓

1
4
r
ー
に
百
円
を
一
一生
受
け
る
こ
と
に

み
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
る
も
な
り
ま
す
。
最
近
の
統
計
に
よ
る

7 

環
境
週
間
の

標

募

集

五回
昌

za

環
境
庁
に
お
い
て
昭
和
五
十
年

変
環
境
週
間
の
標
搬
を
、
つ
ぎ
の

要
項
に
よ
っ
て
広
く
一
毅
か
ら
募

集
し
ま
す
。

ァ"

募
集
の
内
容
は
公
害
の
訪
止
4

混
然
保
護
な
ど
環
境
の
保
全
に
つ

い
て
の
意
義
を
強
，
翻
し
た
も
の
と

し
ま
す
。

応
募
方
法

官
製
は
が
き
一
枚
に
一
環
諮
と

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
験
業

ハ
克
輩
・
生
徒
・
学
生
の
場
合

は

、

学

校

名

・

郵

便

番

号

-Vw
明
記
し
て
下
さ
い
。

送
り
先

東
京
器
千
代
田
区
霞
ヶ
関
一
一
一
の

一
の
一
〈
郵
領
番
号
一

0
0〉

環
境
庁
総
務
課
広
報
室

締
切
昭
和
笠
十
年
二
月
二
十
八
日

ハ
当
日
清
印
・
有
効
〉

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
金
踊
課
広

お
た
づ
ね
下
、さ
い
。

交
通
事
故
多
発
地
?

年
末
、
年
始
む
交
通
事
故
防
止

運
動
は
、
「
飲
酒
運
転
と
歩
行
者

の
事
故
を
な
く
そ
う
い
を
ス
ロ
ー

ガ

γ
に
、
十
一
一
月
十
五
尽
か
ら
一

月
十
呂
田
ま
で
実
施
し
ま
し
た

が
、
こ
の
期
間
中
に
村
内
で
は
、

五
件
の
・
交
通
事
故
が
発
生
し
、
一

人
が
死
亡
、
十
人
が
「
ケ
ガ
」
を

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
十
倍
加
警
察
署
管
内
で
、

五
市
町
粍
次
い
、
一で
発
生
件
数
が
多

い
も
の
で
、

‘事
故
跨
-
止
に
対
す
る

村
民
一
人
一
人
の
尚
一
層
の
努
力

が
謹
一
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
医
十
九
年
中
に
村
内
で

発
生
し
た
交
通
事
故
は
、
二
十
王

件
で
、
死
者
一
一
一
名
、
負
傷
者
四
十

四
名
、
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
と

く
る
べ
、
県
食
品
持
で
一
一
十
パ

l
セ

γ
ト
も
減
少
し
て
い
る
中
で
、
我

が
村
で
は
逆
応
、
発
生
件
数
で
一

件
、
死
者
一
名
、
負
傷
者
十
一

名
、
と
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま

す。
死
亡
事
故
は
、
一
一
一
件
発
生
し
ま

し
た
が
、
い
づ
れ
も
道
路
の
整
葡

容
れ
た
国
道
一
一
入
琴
線
で
発
生

し
て
お
れ
ソ
、
ス
ぜ
!
ド
の
出
し
過

W
C
が
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

を
物
諮
っ
て
い
ま
す
。

銃
の
保
管
は

厳
重
に

今
年
も
、
一
月
十
五
日
で
狩
猟

期
間
が
終
り
ま
す
が
、
狩
猟
期
間

が
終
っ
て
か
ら
の
、
銃
の
保
管
が

惑
い
た
め
、
盗
ま
れ
た
り
し
て
、

犯
罪
に
科
用
一
さ
れ
る
仕
ど
の
事
件

が
発
生
し
て
い
一
ま
す
。

銃
は
使
わ
な
い
と
き
も
厳
重
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。
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霊ヰ瓦-ち
L干J
一一万イイ
戸ま
J

一、ゆ

一ε吾ιι在?yt~EE
E
、コノ、
、hミ‘
一::iヘ3f

一

「
も
の
を
犬
太
円切切J
に
す
る
運
運
一動動比
半牛一十f
 

前
号
ボ
で
」
は
「
刊
ガ
刀
ス
ト
に
つ
い
て
マ
百
パ

i
セ
‘
ン
/
ト
の
明
否
さ
を

述
ベ
ま
し
た
が
、
今
団
は

一「
電
気
照
明
器
具
に
ホ
ヨ
川?f
が
P

ゆ
乃
く
と

に
つ
い
て
考
〉
え
え
て
!
み
均
一
iイf酔

ι，j1晶
多
J

本
，釆来来
」の
明
る
さ
が
減
勺
で
じ
ま
い

私
達
a

が
ぶ
毎
日
使
η
究
一い
い
る
電
気
ま
す
c

そ
の
分
だ
け
電
気
ーを
む
だ

は
‘
過
去
十
年
間
で
約
三
倍
も
消

コ

，に
し
て
い
る
わ
け
汚
す
か
も
ー
と

費
量
が
増
え
て
い
ま
す
ο

ぷ
ど
き
掃
除
L
うて
沫
一来
の
明
る
さ

し
か
ー
も
電
気
り
約
六
ナ
パ
舟
也J

ぺ
を
と
，り
一
戻
し
ま
じ
ぷ
-k
l
句
、
ソ

ン
ト
、
が
石
油
を
燃
や
し
て
つ
ぐ
る

火
力
発
電
で
あ
る
た
め
、
節
電
は
マ
日
光
を
見
な
い
方
が
結
構

石
油
の
知
鳴
に
も
つ
な
が
る
の
v
で

網
、
，冷
蔵
庫
は
、
発
熱
器
具
の
そ
ば

す
o
-

ゃ
、
日
光
の
直
射
を
受
け
る
と
こ

で
は
そ
の
其
体
的
な
節
約
例
に
ろ
に
お
く
と
余
分
な
電
力
を
使
い

つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
ラ
。
ま
す
。
こ
れ
を
さ
け
る
と
約
三
十

マ
掃
除
機
の
掃
除
も
お
忘
れ
な
え

、
バリ
j
~ゆJ
V

ιト
の
電
力
が
少
な
く
て

す
み
ま
す
。

電
気
掃
除
機
の
ボ
.コ
リ
は
こ
ま
令，
一
マ
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
も
気
を
使

め
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。
ホ
コ
リ
が

つ
ま
る
と
吸
い
込
む
能
力
が
低
下
っ
て

し
、
電
気
を
く
う
だ
け
で
な
く
掃

除
機
の
寿
命
も
短
か
く
し
ま
す
o

m

k

乞
ゥ
く

-

4

を
ぎ
く

昭和50年 2月1日

電
気
コ
タ
ツ
を
使
う
き
、
下
に

マ
ッ
ト
な
ど
を
し
く
と
熱
を
に
が

No. 102 

井

2毒

~~ 

昨
日
よ
り
も
紅
葉
に
変
る
前
山
に
夕
焼
空
が
し

み
て
紅
濃
さ

松
の
木
の
黄
ば
め
る
下
日
常
散
ら
し
つ
つ
山
雀
鳴

け
り
霜
し
ろ
さ
朝

良
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
コ
ス
モ
ス
も
乱
れ
た
り
限

界
追
ざ
し
も
の
美
し
か
ら
ず

夕
焼
が
」
河
原
堤
に
か
が
や
さ
て
長
'長
続
く
善
一
の

穂
波
一子

説
明
の
お
戸
達
川の
き
て
眠
り
じ
が
0.
雪
山
高
一き
ー怠
に
、

回
全
の
し
(
あ
づ
み
農
協
に

T
U

たまかわ広報 4

マベーあじ
があンだま
いたトたせ
またのかん
すか電さ。
い A 力が→

jのを保~~
とー得で」
熱じ約で
い w まニも
の;ナ十程
{ま :-_'_0 パよ
ち- ぺlい

電
気
コ
タ
ツ
で
温
度
調
節
の
で

き
る
‘も
の
は
-
低
い
温
度
目
盛
り

で
使
い
ま
し
ょ
う
。
「
強
」
、

「
中
」
、
「
弱
」
で
そ
れ
ぞ
れ
百

ワ
ッ
ト
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
り
ま

す。
マ
盤
の
光
、
窓
の
雪
と
ま
で
は
申

し
ま
せ
ん
が
w

部
屋
を
出
る
と
き
は
電
灯
の
ス

イ
ツ
r

チ
は
こ
ま
め
に
消
じ
、
“f
つ
け

っ
放
し
は
や
、め
ま
し
ょ
う
。

:村民囲碁将棋大会

マ
テ
レ
ビ
い
わ
く
、
つ
け
た
ら
見

てテ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
は
消
し

し
ま
よ
う
。
誰
も
見
て
い
な
い
の

に
山り
じ
て
い
る
時
間
は
以
外
に
多

い
も
の
で
咲
。
ま
だ
瞬
間
受
像
式

の
テ
レ
ピ
は
、
画
面
が
消
え
て
い

て
も
常
、に
六
ワ
ツ
司ト
ぶ
ら
い
の
電

気
が
流
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
「
石
油
」
、
「
ガ

ス
」
、

'「
電
気
」
-
に
つ
い
て
考
え

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も

「
水
」
.1

'
「
紙
」
、
「
ゴ
ミ
」
な

ど
資
源
節
約
に
つ
な
が
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
職

場
で
F

常
に
?
も
の
を
大
切
に
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

公
民
館
主
催
の
村
民
囲
碁
将
、

棋
大
会
は
、

一
月
二
十
六
日
に
医

川
村
公
民
館
で
三
十
五
名
が
参
加

し
て
開
か
れ
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す。

囲
碁
A
級

優

勝

相

楽

功

男

準
ー優

勝

小

原

澄

夫

三

位

矢

吹

光

正

将
棋
A
級

優

勝

山

本

長

雄

矢

吹

精

助

双

星

正

輝

準
優
勝

三

位
将
棋
B
級
木

戸

峰

夫

鈴

木

利

明

、
添

田

四

郎

優

勝

準
優
勝

三

位将

棋

C
級

優

勝

準
優
勝

三

位

ー近鈴双

内木里

正吉正

雄之司続

柄孫孫
曾

孫孫
長

女孫孫孫孫孫孫

ごお
ざ誕
こい生
埋まお
Zすめ
塁で
書き
か亀 つ
ら

急佑ツ

部

落

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

ゃ

川

辺

三

瓶

利

雄

ス

ミ

小

高

車

田

久

-
美

子

武
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一
男

小

高

溝

井

秀
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吉

中
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政
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ト

J

嘉
・
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山

小

屋

川石
、一

森
d

b

正
a

敏

寅

蔵

[
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

要望戦のようす

部

落中中

竜

崎

竜

崎

南

須

釜

北

須

釜

四
辻
新
田

死
亡
者
氏
名

高

林

浅

助

小

針

ソ

メ

小

林

勘

之

盃

鈴

木

健

二

大

野

静

重

榊

枝

a

チ

イ

石

井

錦

四

郎

島h

(
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

年
令

(

初

〉

(

m
叩

)

(
犯
)

(
1〉(n〉

(
丸
)

ハ
η〉

世

帯

主

名

続

柄

主

浅

二

の

矢

安

司

母

主

兼

吉

の

父

世

士

山

男

二

男

正

雄
三

好主

父母

周
太
郎
の
父




